(1) 思想 上の 三 勢力 

一 国民の 心性 上の 活動 を 支配す る 者 三 あり、 曰く 過 

去の 勢力、 曰く 創造的 勢力、 曰く 交通の 勢力。 

つまび 

今日の 我国 民が 思想 上に 於け る 地位 を詳ら かにせ 

ん とせば、 少なくとも 右の 三 勢力に 訴へ、 而 して 後明 

ら かに、 其 関係 を 察せざる 可から ず。 

「過去」 は 無言 なれ ども、 能く 「現在」 の 上に 号令の 

権 を 握れり。 歴史 は 意味な きぺ— ヂの 堆積に あらず、 

幾 百世の 国民 は 其が 上に 心血 を 印して 去れり、 骨は朽 

くさ なついん 

つべ し、 肉は爛 るべ し、 然れ ども 人間の 心血が 捺印し 



づね 

在」 は恒に 生き 来る ものな り。 「過去」 は 運命 之 を 抱き 

て 幽暗なる 無明に 投じ、 「現在」 は暫 らく 紅顔の 少年と 

たもと す 力 しに 

なりて、 希望の 抉に 鎚る。 一は 死て、 一は 生く、 この 

生々 死々 の 際、 一国 民 は 時代の 車に 乗りて 不尽 不 絶の 

長途 を 輪転す。 

何れの 時代に も、 思想の 競争 あり。 「過去」 は 現在と 

戦 ひ、 古代 は 近世と 争 ふ、 老いた る 者 は 古 を 慕 ひ、 

少 きもの は 今 を 喜ぶ。 思想の 世界 は 限りなき 四 本 柱な 

こ-' さか ひが は 

リ。 梅ケ 谷も爰 にて 其 運命 を 終りたり、 境 川 も爰に 

およ 

て 其 運命 を 定めたり、 凡そ 爰に 登り 来る もの、 必らず 

又た 爰を 去らざる 可から ず。 この 世界に は 永久の 桂冠 



あると 共に、 永久の 義罰 あり。 この 世界に は 曾って 沈 

静 ある ことなく、 時として 運動 を 示さ y るな く、 日と 

して 代謝 を 告げざる はなし。 主観的に 之 を 見る 時 は、 

此の世界 は 一 種の 自動 機関な リ、 自ら 死し、 自ら 生き、 

而 して 別に 自ら 其の 永久の 運命 を 支配し つ、 ある もの 

，t ) 。 

なリ 

一 国民に 心性 上の 活動 ある は、 自由党 あるが 故に あ 

らず、 改進党 あるが 故に あらず、 彼等 は 劇塲に 演技す 

る 優 人 なれ ども、 別に 書冊の 裡に 隠れて、 彼等の 為に 

台帳 を 制する 作者 あるな り。 偉大なる 国民に は 必らず 

偉大なる 思想 あり。 偉大なる 思想 は 一 投手、 一 挙 足の 



間に 発生すべき にあらず、 寧ん ぞ 知らん、 一国 民の 耐 

ま をう うつ 

久的 修養の 力なる もの を俟 つに あら ざれば、 蓊欝 たる 

大樹の 如き 思想 は 到底 期す ベ からざる を。 

過去の 勢力 は 之 を 軽ん ずべ からず、 然れ ども 徒ら 

かんこ かれき 

に 過去の 勢力に 頑迷して、 乾枯せ る 歴史の 槁 木に 夢 酔 

する は豈に 国民と して、 有為の 好徴 とすべ けんや。 創 

造 的 勢力 は、 何れの 時代に ありても 之 を 欠く 可から ず _ 

ぼく 

国民の 生気 は、 その 創造的 勢力に よって 卜する を 得べ 

し。 尤も 多く 保守的 なるとき、 尤も 多く 固形 的なる 時 

国民 は 自然に 墳墓 を 眺めて 進みつ ゝ あるな り。 創造的 

勢力 は、 潮水 を 動かして、 前進せ しむる もの、 之な く 



下りて、 船客の 心 を 安う す、 富士川 を 下る は 難し、 然 

れ ども その 尤も 難き は、 東西の 二 大潮が 狂 湧猛瀉 して 

相撞 突す るの 際に あり。 此 際に 於て、 能く 過去の 勢力 

を 無み せず、 創造的 勢力と、 交通の 勢力と を 鉄 鞭の 下 

に 駆使す る もの あらば、 吾人 は 之 を 国民が 尤も 感謝す 

ベ き 国民的 大 思想家な りと 言 はんと 欲す。 

(2) 今の 思想界に 於け る 創造的 勢力 

つらく 今の 思想界 を 見廻せば、 創造的 勢力 は 未だ 

つる や かへ 

其の 弦 を 張って 箭を交 ふに 至らず、 却って 過去の 勢力 



非 もな き 事共 かな。 今の 思想界 は 実に 斯の 如し、 徒ら 

に 人間の 手 を 以て 造化の 力 を 奪 はんとす る 勿れ、 進む 

べき 潮水 は 遠慮なく 進むべし、 退くべき 潮水 は 顧眄な 

く 退くべし、 直ちに 馳せ、 直ちに 奔り、 早晚大 に相撞 

着す る こと ある を 期すべし、 知らず ゃ斯 かる 撞着の 真 

中より、 新たに 生気 悖々 たる 創造的 勢力の 醸 生し 来る 

ベ き理 ある を。 

(3) 姉と 妹 

某の 村に 某の 家 あり、 三千 年の 系図 ありと 誇称す。 



て 其の 実家に 帰り、 その 妹 を 見し に、 風姿 は t 聊 も 

きそん おの づ 

毀損す ると ころな けれど、 自 から 痩 弱に して 顔色 も 

光沢 を 欠けり。 姉 は 頻りに 己れ の 美貌 を 以て 妹に 誇 負 

すると ころ あらんと す、 妹 即ち 曰く、 爾は鉢 健かに 美 

形な りと 雖、 他家に 寓 して 人と なれり、 我 は 鉢 弱く 形 

又た 醜く しと 雖、 祖先の 家 を 守りて 暫ら くも 爰を 離れ 

ず、 誇るべき ところ 我に あり、 何 ぞ爾の 下に あらん や 

と。 

ぎんしん 

姉の 頭に は デモ クラシ— (共和制) と 云へ る銀簪 

燦然たり、 イン ヂビヂ ユア リズム (個人 制) といへ る 

花釵 きらめけ り、 クリス チ アン • モラ リチ— も 亦た 飾 



られ たり、 真に 之れ 絶世の 美人な リ。 而 して 妹の 頭に 

は 祖先の 血に よりて 成りた る 毛髪の 外、 何の 有るな し。 

妹の 形 は 悄然たり、 姉の 面 は矯妖 たり。 妹の 未然 は悲 

めと 

観 的な り。 姉の 将来 は 希望的な り。 姉を娶 らん か、 妹 

を 招かん か。 国民よ 少しく 省みよ、 爾の 中に 爾の 生気 

あらば、 爾の 中に 爾の 希望 あらば、 爾の 中に 爾の 精神 

あらば、 安くん ぞ 此の 婚 嫁に よって 爾の 大事 を 決せん 

とする を 要せむ。 この 二 娘 子の 一 を娶ら ざるべからず 

と 信ずる 勿れ。 止むな くんば 多妻 主義と なりて、 この 

二 娘 を 合せ 娶れ よ、 汝 はこの 婚嫁 によりて 爾の 精神 を 

失 迷せ しむべからず、 然り、 爾に大 なる 元気 (Genius) 



の存 する あり、 一 夫 一 妻と なる も、 一 夫 多妻と なる も 

爾の 元気に 於て 若し 欠損す るなければ、 爾は 希望 ある 

国民な リ。 

(4) 国民の 一致 的 活動 

凡そ 一 国民と して 欠く 可から ざる もの は、 其の 一 致 

的 活動な り。 活動、 われ は 之 を 心性の 上に 於て 云 ふ、 

政事 的 活動の 如き は 我が 関 り 知る 所に あら ざれば な 

り。 凡そ 心性の 活動 あらず して、 外部の 活動 ある は あ 

らず、 思想 先づ 動きて 動作 生ず、 ル ー ソ ー あり、 ボル 



する 事 尤も 多き 者なる を。 斯の 如く 余 は イン ヂ ビジ ュ 

ァ リズムの 信者な リ、 デモ クラシ— の 敬愛 者な リ。 然 

れ ども、 

(5) 国民の 元気 

国民の 元気 は 一 朝 一 夕に 於て 転移すべき ものに あら 

ち と 

ず。 其の 源泉 は 隠れて 深山幽谷の 中に 有り、 之 を 索む 

れば 更に 深く 地層の 下に あり、 砥の 如き 山、 之 を 穿つ 

可から ず、 安くん ぞ 国民の 元気 を 攫 取して 之 を 転移 

する こと を 得ん や。 思想 あり、 思想の 思想 あり、 而し 



を 折らず、 而 して 能く 生存競争の 国際的 関係 を、 全う 

し 得る の 道 ぁリゃ 否や。 

デモ クラシ— (共和制) を 以て、 我国 民に 適用し、 

根本の 改革 をな さんと する が 如き は、 極めて 雄壮なる 

思想 上の 大事 業な り、 吾人 は 其の 成功と 不成功 を 論 

ら はず、 唯 だ 世人が 如何に 冷淡に 此の 題目 を 看過す る 

かを怪 ずし つ、 ある ものな り。 吾人 は 寧ろ 進歩的 思想 

に 与する ものな り、 然 りと 雖、 進歩 も 自然の 順序 を 履 

まざる 可から ず、 進歩 は 転化と 異なれり、 若し 進歩の 

一 語の 裡に 極めて 危険なる 分子 を 含める こと を 知らば、 

世の 思想家た る 者、 何ぞ相 戒めて、 如何に 真正の 進歩 



を 得べき や を 講究せ ざる。 国民の ヂ ニァス は、 退 守と 

共に 退かず、 進歩と 共に 進まず、 その 根本の 生命と 共 

かた かな 

に、 深く 且つ 牢き 基礎 を 有せり、 進歩 も 若し 此れに 協 

あは 

はざる ものなら ば 進歩に あらず、 退 守 も 若し 此れに 合 

ざる ものな らば 退 守 にあらず。 

(6) 地平線 的 思想 

政事の 論議に 従事し、 一 代の 時流 を 矯正して、 民心 

へきせ つ 

の 帰 向 を 明らかにする 思想家、 素より 偏見 僻説 を 頑 守 

てき いは ゆる 

し、 衆 を 以て 天下 を 脅かす 的の 所謂 政事 家なる ものに 



比較すべき にあらず。 然れ ども 其の 説く ところ 概ね 

卑近に して、 俚耳に 入り 易き の 故 を 以て、 人 之 を 俗物 

と 称す。 吾人 は、 斯の 如き 俗物の 感化が、 今の 米国 を 

造リ、 今の所 謂 文明国なる もの を 造る に 於て 大 なる 力 

ありし 事 を 信ずる 者な り。 凡そ 適切なる 感化 を 民衆に 

施 こして、 少 歳月の 中に 大 なる 改革 を 成就す る こと、 

多く は 謂 ふ 所の 俗物なる もの、 力に あり、 マコ ー レ ー 

も 或 意味に 於て は 俗物な リ、 H モル ソン も 或 意味に 於 

て は 俗物な り、 彼等 は 実に 俗物な りしが 故に グレ— ト 

なりし なり。 教養 は 素と 自然 を 尊びて、 真朴を 主と 

する ものな り、 古より 大人 君子の 成せし ところ、 蓋し 



て 尨 雑なる 目的と 希望の 中に 働ら きつ、 あり。 国民 は 

尤も 多く 此 種の 思想家 を 要す、 凡そ 此 種の 思想家な き 

所に は 何の 活動 もな く、 何の 生命 もな し、 然れ ども 記 

憶せ よ、 国民 は此種 の 思想家 のみ を以 て 甘ん ずべ き に 

あらざる を。 真正の カル チュ ー ァを 国民に 与 ふるが 為 

に は、 地平線 的 思想の 外に、 更に 一物の 要すべき あり _ 

(7) 高踏的 思想 

吾人 は 之 を 高蹈的 思想と 呼ぶ、 数 週 前に 民 友 先生が 

言 はれし 高蹈 派と いふ 文字と、 其 意味 を 同う する や 否 



り 知らざる 所に 於て、 人類の 大目 的 を 成就し っゝ ある 

にあらず や。 

(00) 何 を か 国民的 思想と 謂 ふ 

必ずしも 国民と いふ 題目 を 以て 詩歌の 材 とする を、 

国民的 思想と いふに あらざる なり。 マルセ ー ュの 歌に 

対して 製り たる 独逸 祖国 歌 は 非常の 賞賛 を 得て、 一 篇 

の 短歌 能く 末代の 名を存 せし と 聞く。 然れ ども 是れ賞 

賛 のみ、 喝采の み、 一 の 国民の 私に 表せし 同情の み、 

未だ 以て 真正の 詩歌 界に 於け る 月桂冠と は 云 ふべ から 



ざるな り。 吾人 は 「早稲 田 文学」 と共に、 少く とも 国 

民大の 思想 を 得ん こと を 希望す る こと 切なり と雖、 世 

の 詩歌の 題目 を 無理 遣りに 国民的 問題に 限らん とする 

輩に 向 ひて は、 聊か 不同意 を唱 へざる 可から ず。 「国 

民 之 友」 曾って 之 を 新 題目と して 詩人に 勧めし 事 ある 

まこと 

を 記憶す、 {是 に 格好なる 新 題目な り、 彼の 記者の 常に 

しはん けいがん ひそか 

斯般の 事に 炯眼なる は 吾人の 私 に 畏敬す る 所 なれ ど、 

世に は大 早計に も 之 を 以て 詩人の 唯一 の 題目なる 可し 

と 心得て、 叨リに 所謂 高踏的 思想なる もの を 攻撃 せん 

とする 傾き ある は、 豈に 歎息すべき 至りなら ず や。 詩 

ほうか ふ 

人 は 一 国民の 私有に あらず、 人類 全 鉢の 宝 匣な り、 彼 



をして 一 国民の 為に 歌 はし めんと する の 余りに、 彼が 

も., こ や ；ゃ 

全世界の 為に 齎らし 来りた る 使命 を 傷ら しめんと する 

は、 吾人 其の 是 なる を 知らず。 

然 りと 雖、 詩人 も 亦た 故国に 対する 妙 高の 観念な き 

にあらず、 邦 国の 区劃 は 彼に 於て 左までの 事に は ある 

きひん 

まじき が、 その 天賦の 気稟に 於て、 少く とも その 国民 

を 代表す る 所な き 能 はず。 之 を 以て バイ ロン は 如何に 

その 故国 を 罵る とも、 英国の 一 民た るに 於て は 終始 変 

ると ころな く、 深く 之 を 其の 著作の 上に 印せ り。 之 を 

以て レツ シ ングは 仏国の 思想が ライン 河 を 渉りて、 

ほしい ま...' にく 

縦 に 其の 郷国の 思想 を 横領す る を 悪み て、 大に国 



民の 夢を醒 したり。 斯く 詩人 も 亦た 其の 郷土の 愛国者 

たる は、 抜くべからざる 天稟の 存 する あれば なるべし。 

■ つま 

詩人 豈に 国民の 為にの み 産 れんや、 詩人 豈に 所謂 国 

民 的なる 狭 少なる 偏見の 中に のみ 限られん や、 然れど 

も 事実に 於て、 詩人 も 亦た 愛国 家な リ、 詩人 も 亦た 国 

なをう 

民の 中に 生く る ものな り。 拿 翁の 侵略に 遭 ひて 国 亡び、 

家 破れん とする に 当りて、 従容と して、 拿 翁の 玉座に 

近づき、 彼 をして 言 ふ 可から ざる 敬 畏の念 を 抱かし め 

たる ギヨ ー テが、 戦陣に 臨みて 雑兵の 一 人となり、 

しかばね さ — 

尸 を 原頭に 暴ら さ y るの 故 を 以て、 国民的なら ずと 

罵る もの あらば、 吾人 は 其の 愚 を 笑 はずん ば あらざる 



なり。 

(9) 創造的 勢力の 淵源 

吾人 は 再び 曰 ふ、 今日の 思想界に 欠乏す ると ころ は 

創造的 勢力な りと。 模倣、 卑しき 模倣、 之れ 国民の、 

尤も 悲しむべき 徴候な り、 我 は 英国 文学 を 唱道す と宣 

言し、 我 は 独逸 文学 を 唱道す と 宣言し、 我 は 仏国 文学 

を 唱道す と 宣言す、 その外に 又た、 我 は 英国 思想 を 守 

ると 曰 ひ、 我 は 米国 思想 を 伝 ふと 曰 ひ、 我 は 何、 我 は 

问と、 各々 哽 利の 思想に 拠って、 国民 を 率ゐん とす。 



而 して 又た、 少しく 禅 道 を 謂 ふ もの あらば、 即ち 固陋 

なりと 罵り、 少しく 元禄 文学 を #1 ふ もの あらば、 即ち 

かリ そめ 

苟且の 復古 的 傾向な りと 曰 ふ。 嗚呼 不幸なる は 今の 国 

民 かな。 彼等 は 洋上 を 渡り 来りた る 思想に あら ざれば、 

一 顧の 価な しと 信ずる の 止むべからざる もの あるか。 

彼等 は 摸 傚の 渦巻に 投げられて、 何時まで 斯くて あら 

ん とする。 今日の 思想界、 達 士を俟 つ こと 久し、 何ぞ 

奮然と して 起リ、 十九 世紀の 世界に 立って 恥づ るな き 

創造的 勢力 を、 此の 国民の 上に 打ち 建てざる。 復古、 

爾も 亦た 頼むべからず。 消化、 爾も 亦た 頼むべからず。 

誰か 能く 剛強なる 東洋 趣味の 上に、 真珠の 如き 西洋 的 



思想 を 調和し 得る も のぞ、 出で よ 詩人、 出で よ 真に 国 

民大 なる 思想家。 外来の 勢力と、 過去の 勢力と は、 今 

日に 於て 既に 多き に 過ぐ る を 見るな り。 欠く ところの 

もの は 創造的 勢力。 

(明治 一 一十 六 年 七月) 
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